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お客様・お取引先様とともに

　事業活動を進めていくうえで年々重要度を増していく、環境
対応や労働慣行・人権、倫理、調達に関する外部評価を、プラッ
トフォーム（Sedex、Ecovadis）に登録し、年次更新しております。
　Ecovadisについては、直近の更新により、堺事業所がシル
バー評価、小名浜事業所がゴールド評価となりました。
　当社は2020年から本評価を受けており、3年間の具体的なス
コアの推移に関しては、表のとおりです。堺事業所については、
メダルの色はシルバーとなりましたが、スコアの推移の通りESG
の取り組みに関する品質が落ちたというわけではありません。
　昨今では、本プラットフォーム上にて、ユーザーからのスコ
ア共有依頼も増加してきており、本業である事業活動と並行
し、地球環境や社会全体のサステナビリティへ配慮をした事業

ESG情報共有プラットフォームの活用状況

　私たちが目指す未来は、「豊かな自然と便利な技術が調和し
た、健康で快適な社会」です。私たちは、目指す未来の実現に向
けて設定したマテリアリティである「モノづくりで社会の課題を
解決する」ため、次の3つの分野の課題解決に取り組みます。
①ライフサイエンス・ヘルスケア（食料・水事業含む）
②環境・エネルギー
③電子材料・情報通信網
　これら3つの分野に、「製品やサービスを通じて貢献するこ
と」と「粉体プロセッシング技術で貢献すること」をSmart  
Material®と定義しました。この定義に基づき、各製品や技術の
貢献度をサステナビリティ委員会が評価・審査し、基準を満た
すものをSmart Material®と認定します。Smart Material®は、
「目指す未来への貢献度」と「当社技術での貢献度」の2つの要
素について、従来品と比較して総合的に評価します。利益の追
求だけでなく、「環境・エネルギー問題の解決」や「製造時のエ
ネルギー消費量・廃棄物量の削減」への貢献を重視します。認

教えてチータン！ Smart Material®とは？

Smart Material®とは、
一言でいえば「堺化学の開発方針」です。

Voice

小 名 浜 事 業 所

評価更新作業時期

2020年度

2021年度

2022年度

ゴールド

総合スコア

71

環境

80

労働・人権

70

倫理

60

持続可能な資材調達

50

ゴールド 72 80 70 60 60

ゴールド 72 80 70 60 60

ステータス時期

2021年度

2022年度

2023年度

堺 事 業 所

評価

ゴールド

総合スコア

67

環境

70

労働・人権

70

倫理

60

持続可能な資材調達

50

ゴールド 68 70 70 60 60

シルバー 68 70 70 60 60

定基準は、経営戦略や外部環境の変化に応じて、適宜見直しま
す。2023年度から、上市前の研究開発製品に対する予備審査
を開始し、Smart Material®の候補を発掘します。
　私たちは、Smart Material®を通じて3つの分野の課題解決
に貢献することで、堺化学の企業成長と目指す未来の実現を
両立したいと考えています。

Smart Material®の開発が

「化学でやさしい未来づくり」に

つながるんだね！

さあ！「わくわくカンパニー」を

みんなでつくろう！

運営が「様々な角度」から、より一層問われていることを実感し
てきております。従って、今後もメーカーとしてただ製品だけを
提供するのではなく、それに関わるあらゆるリスクや機会への
対応をしていかなければいけません。 プラットフォームによる
評価向上のために社内の取り組みを改善するのは本末転倒で
すが、このような客観的な評価も活用しながら、当社の日々の
取り組みに活かしていきたいと考えております。

　2023年3月30日、当社小名浜事業所酸化チタン製造工場（福島県いわき市）にて火災事故を引き起こしてしまいました。深くお詫び
申し上げます。
　出火元は工場内にある、燃焼排気ガスを処理する湿式集塵機（ミストコットレル）でしたが、当該設備が全焼し、直接的な原因究明に
は至っておりません。当時の操業状態などから、ミストコットレル内が乾燥してスパークが発生し、出火に至ったものと推察しております。
　2年前の湯本工場爆発事故以降、安全への対策を進めていた矢先の事故となりました。改めて安全強化に向けた取り組みとその質
の向上に向けて、今一度気を引き締めてしっかりと取り組んでいく所存です。

小名浜事業所での火災事故について

2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月31日）

売上高

838億円
（前期比4.6％増）

設備投資 26億円 減価償却費 44億円 ROE 2.9％ 配当性向 51.8％総資産1,280億円

（億円） （％）

※ 2019年３月期は、創業100周年の記念配当10円が加わっています。
※ 2021年３月期は、中間配当15円のみ実施しています。
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財務情報

営業利益率営業利益

自己資本比率総資産

配当性向１株あたり配当金減価償却費設備投資

ROE親会社株主に帰属する当期純利益

営業利益

44億円
（前期比41.2％減）

経常利益

48億円
（前期比45.1％減）

親会社株主に帰属する当期純利益

23億円
（前期比65.2％減）
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